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カトマンズ盆地では水道アクセス率が低いため，地下水が主要な飲料水源になっている。需要に
対する地下水の利用量は約50％（DWSS 2004）で，深井戸の水は公共施設や産業用に限られ,一
般家庭での生活用水は浅井戸の水を使用している。しかしながら，カトマンズ盆地内の浅井戸の
9.4％で糞便汚染の指標である大腸菌が検出されている（ENPHO 2005）。この地域における下水
道の接続率は15%であり（NWSC 1999），排水はほぼそのままの状態で河川へ放流している。
したがって，河川水の汚染が深刻な状況にある。また，下水道の維持・管理の不足による下水の
地下浸透の可能性も考えられる。したがって，本研究では水の水素・酸素安定同位体比ならびに
溶存化学成分を用いて地下水涵養源の推定を行い，浅層地下水の涵養と大腸菌汚染の関係を検討
した。

キーワード:酸素・水素安定同位体,地下水,涵養,大腸菌

Keywords: water oxygen and hydrogen stable isotopees, groundwater, recharge, E.coli


